
令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

国際理解事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 国際理解事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部　人権啓発センター 所属長 宇瀧　広子 担当者

②各種団体の連携体制づくりの支援

会計区分 一般

足立　倫啓 藤原　真理

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市内在住外国人及び外国人と関わりのある市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

市内在住外国人の人権が尊重され、多文化共生への理解が深まり、安心して暮らせる。

根拠法令・個別計画等 丹波市国際交流協会補助金交付要綱、中高生海外派遣事業補助金交付要綱
事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】

施策目標
２．市民参画・市民活動の促進

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・生活支援相談等通訳者派遣及び翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会の活動支援、補助金の交付

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・生活支援相談・通訳者
派遣・翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会
の活動支援、補助金交
付
・在住外国人向け行政
情報の発信
・中高生ケント・オーバン
市海外派遣事業への補
助金交付

・生活支援相談・通訳者
派遣・翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会
の活動支援、補助金交
付
・在住外国人向け行政
情報の発信
・中高生ケント・オーバン
市海外派遣事業への補
助金交付

・生活支援相談・通訳者
派遣・翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会
の活動支援、補助金交
付

・生活支援相談・通訳者
派遣・翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会
の活動支援、補助金交
付

・生活支援相談・通訳者
派遣・翻訳業務の実施
・丹波市国際交流協会
の活動支援、補助金交
付

令和元年度事業

及び積算内容

・国際交流活動委託料　   150千円
・国際交流事業補助金　 8,438千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 7,005 8,973 8,464 8,401 8,660

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 8,925 10,893 9,984 9,921 10,910

人件費C=B×7,500千円 1,920 1,920 1,520 1,520 2,250

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.24 0.24 0.20 0.20 0.30

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 0 0 0 0 0

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 8,925 10,893 9,984 9,921 10,910
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
生活支援相談等通訳者派
遣及び翻訳業務件数

件 人権啓発センター調べ
30 30 30 30 30
16 9 19 5

660 700 700
706 753 827 957

成果 市内外国人市民数 人
市民環境課調べ
（住基情報）

650 655

190 200 210
178 180 180 197

成果 協会の会員数（個人・団体） 人 丹波市国際交流協会調べ
160 160



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

100.0 100.0 100.0 92.0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
地域づくり事業の効果、影響につ
いて、「良い影響を与えている」と答
えた自治協議会割合

％
地域づくり事業地区別現況等
調査結果（支所調査）

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

一般財源 11,150 12,682 12,584 12,408 12,565
その他特財 8,195 10,915 10,196 4,207 10,106
受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0
国・県支出金 175 0 0 0 0

特定財源 8,370 10,915 10,196 4,207 10,106

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費C=B×7,500千円 10,400 10,880 11,020 10,716 10,800

職員従事者数（人・年）Ｂ 1.30 1.36 1.45 1.41 1.44

令和元年度事業

及び積算内容

・各種研修　232千円　　・自治協議会交流会　300千円
・自治協あり方懇話会　614千円
・地域づくり活動拠点施設整備事業補助金　9,000千円
・地域づくり基金利子積立金　1,106千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 9,120 12,717 11,760 5,899 11,871

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 19,520 23,597 22,780 16,615 22,671

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・市民と行政が共通認識のもと、進むべき方向性を協議する。
・自治協議会活動の支援に対する総合調整や情報共有･提供をする。
・活動拠点施設の整備をした自治協議会に対し、補助金を交付する。
・各自治協議会が行う地域づくり事業の制度の課題を集約し、仕組みを整える。
・市民に対し自治基本条例の啓発と運用の推進をする。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・活動拠点施設整
備事業補助金の交
付
・地域づくり事業の
仕組みづくり
・自治基本条例の
啓発及び運用の推
進

・活動拠点施設整
備事業補助金の交
付
・自治基本条例の
啓発及び運用の推
進

・活動拠点施設整
備事業補助金の交
付
・自治基本条例の
啓発及び運用の推
進
・市民公益活動の
推進

・活動拠点施設整
備事業補助金の交
付
・自治基本条例の
啓発及び運用の推
進
・自治協あり方懇話
会

・活動拠点施設整
備事業補助金の交
付
・自治基本条例の
啓発及び運用の推
進
・自治協あり方懇話
会

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市内で生活する全ての市民、地域づくりに取組む25の自治協議会（小学校区単位）

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

各自治協議会の主体的な地域づくり活動を通じて、市民一人ひとりが地域に関心を持ち、参画と協働
の理念のもと、みんなで支えるまちづくりを目指す。また、市民と行政とは協働のパートナーとして相
互の自主性・自立性を尊重し合い、対等な関係のもとで共通した目的に向かって推進すること。

②地域組織の連携体制の強化 ②各種団体の連携体制づくりの支援③まちづくり等に貢献する市民活動への支援

根拠法令・個別計画等 丹波市自治基本条例、丹波市参画と協働の指針、丹波市地域づくり交付金交付要綱、丹波市元気な地域づくり特別事業交付金交付要綱、丹波市地域づくり活動拠点施設整備事業補助金交付要綱、丹波市地域づくり基金条例

事業期間 開始年度 18 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】

施策目標
１．協働のまちづくり推進
２．市民参画・市民活動の促進

施策の展開
①自治基本条例の啓発等の推進 ①市民参画の機会の充実

会計区分 一般

藤原　淳 蘆田　貴彦

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

地域づくり総務費
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 地域づくり事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部　市民活動課 所属長 井尻　宏幸 担当者
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― ―

― ― ― ―
成果 ％

― ―

― ― ― ―
成果 ％

― ―

活動 自治会などが行う地域活動やボランティア活
動に参加したことがある市民の割合 ％ H30の実績値を基に毎年1%ずつ増加。

67％(H30)＋（1％×5年)＝72％

― ―

― ―

― ― ― ―
― ― 68

― ― ― ―

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 市民活動を行いやすい環境が整備され、支援
体制が整っていると思う市民の割合 ％ H30の実績値を基に毎年2%ずつ増加。

35％(H29)＋（2％×5年)＝45％

― ― ― ― 37

一般財源 0 0 0 0 25,920
その他特財 0 0 0 0 5,500
受益者負担金 0 0 0 0 100
借入金（地方債） 0 0 0 0 0
国・県支出金 0 0 0 0 5,500

特定財源 0 0 0 0 11,100

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費C=B×7,500千円 0 0 0 0 14,850

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.00 0.00 0.00 0.00 1.98

令和元年度事業

及び積算内容

・丹波市市民活動支援センター開設準備及び運営業務委託料　H31：11,000千円、H32：13,000千円
・丹波市市民プラザ賃借料　7,000千円
・丹波市市民プラザ光熱水費負担金　1,900千円ほか

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 0 0 0 0 22,170

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 0 0 0 0 37,020

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・H31.10に市民活動支援センターを開設し、中間支援を行う。
・市内外の市民活動団体や地域づくり団体等の情報やイベント情報を蓄積し、発信する。
・市民活動や地域づくり活動の専門的な相談に応じる。
・交流イベントやマッチング、コーディネートを行い、団体間の活動を活性化する。
・専門性の高いセミナーを開催し、各団体の事務局機能の向上を目指す。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

- - - -

・丹波市市民活動支
援センター開設準備
及び運営業務委託
・丹波市市民プラザ
オープニング事業

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市内で生活する全ての市民、地域自治組織、NPO法人、市民活動団体等

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・市民一人ひとりの個性や多様性が尊重され、持っている力を十分に発揮することができる住みよい
まちづくりを目指す。
・地域と地域、地域とテーマなどを「つなぐ」ことにより、これまでの活動の幅が広がり、市民活動や地
域づくり活動が活性化することを目指す。

②地域組織の連携体制の強化 ③まちづくり等に貢献する市民活動への支援

根拠法令・個別計画等 丹波市市民プラザ条例、丹波市市民プラザ基本計画、丹波市市民活動支援センター基本計画
事業期間 開始年度 令和元 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】

施策目標
１．協働のまちづくり推進
２．市民参画・市民活動の促進

施策の展開
②地域組織の連携体制の強化 ②各種団体の連携体制づくりの支援

会計区分 一般

小畠　崇史 横田　大河

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

市民プラザ管理運営事業
新規・継続・臨時区分 新規

１．基本情報
事務事業名 市民プラザ管理運営事業 事業No. 
事業担当課 まちづくり部市民活動課 所属長 井尻　宏幸 担当者
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事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

丹波市イメージアップ推進事業

新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 イメージアップ推進事業 事業No. 
事業担当課 企画総務部　総合政策課 所属長 清水　徳幸 担当者

①市民参画の機会の充実

会計区分 一般

小谷本　梓 河南　良次

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 全ての市民、丹波市の歌（仮）歌詞応募者、高校生、大学生、市外在住者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

・平成 29 年度から丹波市の歌の制定に取り組み、平成30 年度に「このまちと ともに〜丹波市の歌
〜」が完成した。今後はふるさとを想う応援歌として、歌の認知度を⾼めるため普及に取り組む。
・ふるさと住民登録制度により、“丹波市を応援したい”“丹波市とつながりたい”と思ってくださる市外
在住の皆さんに、市の情報などを提供し、まちづくりに参加していただくことによって、市とのつながり
を深める。
・市民一人ひとりがふるさとに誇りと愛着を持ち、⼀体感を醸成するとともに、まちづくりを進めていくう
えでの道しるべとなるよう市民憲章の制定する。

根拠法令・個別計画等 丹波市の歌制定委員会設置要綱
事業期間 開始年度 30 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【７】市民が主役の豊かな地域力の向上【まちづくりの進め方１】

施策目標
２．市民参画・市民活動の促進

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・「このまちと ともに～丹波市の歌～」の吹奏楽の楽譜の作成。各種イベント、市制15周年記念式典な
どで合唱。
・ふるさと住⺠票、ふるさとクーポン券、広報紙や観光パンフレットの発送。
・市⺠憲章の本庁、春⽇庁舎及び各⽀所への設置。
・姉妹都市提携したアメリカ合衆国ケント市及びオーバン市の来丹に対し、市国際交流協会等の関係
団体と⼀体となって、丹波市の魅⼒を感じていただける歓待を実施。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・｢丹波市の歌
（仮）｣の制定
・イルミネーションイ
ベントの実施

・「このまちと ともに
～丹波市の歌～」
の吹奏楽の楽譜作
成
・ふるさと住民票・
ふるさとクーポン券
の発行
・市民憲章の制定

令和元年度事業

及び積算内容

報償費（姉妹都市歓待通訳謝礼金ほか）473千円、旅費（市民憲章検討委員会費用弁償ほか）77千
円、需用費（ふるさと住民登録制度クーポン券ほか）955千円、役務費（市民憲章掲示用筆耕料ほか）
777千円、委託料（丹波市の歌楽譜制作業務ほか）1,304千円、使用料及び賃借料（姉妹都市歓待用
自動車借上料）440千円、負担金補助及び交付金（ふるさと住民クーポン券支援事業補助金）240千円

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 0 0 0 8,710 4,266

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 0 0 0 13,194 10,491

人件費C=B×7,500千円 0 0 0 4,484 6,225

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.00 0.00 0.00 0.59 0.83

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 0 0 0 4,354 0
特定財源 0 0 0 4,829 406

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 8,365 10,085
その他特財 0 0 0 475 406

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
丹波市の歌歌詞公募作品
数

作品 丹波市の歌歌詞公募作品数
- - - 100 -
- - - 563 -

- 50 -
- - - 中止 -

成果
市内在住高校生イルミネーションプ
ロジェクト参加者数

人
市内在住高校生イルミネーションプロ
ジェクト参加者数（累計）

- -

- 100 400
- - - 360

成果 ふるさと住民登録者数
人/
累計

ふるさと住民登録者数
- -


